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青空サロン Liliya Khakimova
　「猪見て矢を引く」　事が起こってからでは遅いという意味。「猪も七代目には豚に
なる」猪も年月がたてば豚になってしまうという意味。いずれも日本のことわざです。
猪はどうも、良くない意味のほうで使われることが多いみたいです。現れたら畑を荒
らしたり、作物を食べたり、農家は苦労するばかりですね。
　今回取材に行ってきた美郷町の人々もそういう問題に遭っているそうで、この記事
では猪で人々の生活はどう変わってきたかを少し述べたいと思います。
　山の中にある美郷町には10年の歴史を持っている青空サロンというところがあり
ます。青空サロン誕生の経緯は、元々猪のトラブルに困っていてみんなで対策を講じ
る事から始まりましたが、毎週水曜日に人々が集まったり、青果の育て方をお互いに
勉強したり交互に担当して作った料理を、みんなで持ち寄り楽しんだりしていくうち
に今の形になりました。
　様々な事情から昔のような町民同士の交流が少なくなってきた中で、青空サロンの
誕生は再び彼らの交流のきっかけともなり、町の絆を取り戻す要因にもなりました。
　他にも青空サロンに集まる人々で作る畑があり、その手入れと作物を動物から守

ることをみんなで実践しています。猪や猿から畑を守るために、畑を柵で囲んで電気
の線を引きオリの罠を設置しています。青空サロンの集会所のスゴイ所は自分たち
が手作りで建ててしまったところなんです！
　また、青空サロンでは人々が収穫した青果を、販売しており、美味しさと人々の集
まりに関心を持って町内だけでなく町の外からも買いに来る人がいる程です。そこで
作られた大根の漬物はとても美味しく、今回の取材で印象に残った事の一つです。他
にもその土地で食べた料理は私の故郷であるロシアとはまた違った、地元の味を教
えてくれました。
　また、その中で趣味によってできたいくつかのグループも出来ました。手作りの猪
の皮製品を作っている青空クラフト、地域イベントを開くグループ、歌やダンスのパ
フォーマンスをしたり手芸をする婦人会、お弁当を作るグループもあります。
　猪は自然とともにそこにいる生き物なので、美郷町の人たちは彼らを悪者扱いせ
ずに、上手に付き合っていける環境を作りました。そんな町の人たちを私は尊敬して
います。自然と互いに仲良く暮らせたら沢山いいことがありますね。個人的に仕事と
は別に、また行ってみたいと思える美しい町でした。この記事を通して少しでも美郷
町の素晴らしさを伝えられたら幸いです。
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　　“看见野猪才搭弓”这句谚语

说的是如果事情发生了再采取措施就为时已晚的意思。“野猪

到了第七代变成了猪”这句谚语说的是随着岁月的流逝不知道

将来会变成什么样的意思。这两句都是日本的谚语。

　　野猪好像总是被用于不好的意思。因为野猪一出现总是毁

坏农田、吃了庄稼、让农民苦不堪言吧。

　　听说我们此次采访前往的美乡町的人们也遇到了这样的

问题，我想通过这篇文章简单说说野猪是如何改变了人们的生

活。

　　位于山间的美乡町有一处已有10年历史的早市“青空沙

龙”。

　　青空沙龙原本是深受野猪灾害的人们聚在一起商量应对

措施而开始的，慢慢变成了每周三大家轮流当值制作食物、互

相交流果树栽培方法、聚在一起愉快交流的活动。

　　因为各种原因导致当地居民之间的交流不再像以前频繁，

变得越来越少。在这种状况下诞生的青空沙龙再次成为开展交

流的契机，成为连结小镇居民的纽带。

　　聚在青空沙龙的人们在属于他们共同耕作的农田里一起打

理庄稼、一起保护庄稼免受动物侵扰。防止野猪和猴子毁坏庄稼

的方法是在农田周围架筑围栏拉电网、设置捕获野猪的笼子。

　　了不起的是开展青空沙龙的场所完全是他们自己动手搭

建的！

　　而且，人们在青空沙龙售卖

收获的水果使得很多镇外的人

都慕名前来。

　　青空沙龙制作的腌萝卜非

常好吃，印象非常深刻。还有很

多料理都和我的祖国俄罗斯不同，我还向当地居民请教了做法。

　　青空沙龙有几个因为兴趣而组成的小组。

　　有使用野猪皮手工制作皮具的青空Craft、开展地域活动的

小组、开展歌舞表演和手工的妇女

会、还有做便当的小组。

　　因为野猪是自然界的原生生

物，所以美乡町的人们并不把野猪

认为是坏家伙。我非常尊敬这些创

造和谐相处环境的小镇居民。

　　如果能够和自然和谐些相处的

话，一定会有很多好处吧。

　　美乡町真的是一个让人不为工

作，还想私人去看看的地方。

　　如果通过这则报道能够更多地

传递美乡町的美好的话，也是一件幸

事了。
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与山鲸共生的小镇
美乡的山鲸

通过山鲸不断发展的地方团体
　　-手工野猪皮革制品创造团体“青空Craft”-
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美郷の山くじら オリバー・マーシャル
　霧が山頂を越え、前方の狭い渓谷に流れ込む、曇った朝であった。私達はトンネ
ルを出て、道路沿いの空き地に駐車したら、木造の小屋の外にある元気な人々の
集まりに気づいた。焚き火にあたり生き生きと会話をする人もいれば、暖かい紅
茶、コーヒー、手作り料理をてきぱきと用意する人もいた。近づいたら、すぐにお母
さんたちに小屋へ招き入れられ、ロールケーキ、おにぎり、熱々のぜんざいをご馳
走になった。山奥の狭い道で知らない人々から、そのような活気やおもてなしを受
け、私は驚いた。最初は「何かお祝いしているようだ」と不思議に思ったが、コミュニ
ティそのものを祝っていることがやっと分かった。ある意味、その集まりがまさかと
思う事のおかげで、コミュニティの再生を祝っていることが明らかになった…
　2月に同僚の国際交流員と一緒に「山くじら」についての取材で、島根県の中
央にある美郷町へ行った。日本史を勉強したことがない外国人には猪を示す

「山くじら」を奇妙に思うかもしれない。4本足の獣を食べることを禁忌されてい
た江戸時代に、人々が「山くじら」という婉曲的な表現を造り出し、実際には食べ
ていたことを、私は美郷町の取材で初めて知った。
　インターネットで「日本の猪」を検索したら、深刻な問題である農業獣害に関

する記事が数多く出てくる。美郷の農家の人々が直面する試練については、美
郷町産業振興課の烏田課長に聞いた。烏田課長によると、猪は田畑に入り込ん
で、農作物が実る前に食べてしまう。その他、植物を踏みつぶすだけではなく、駆
け回ることで作物が泥まみれになる。虫を求めて掘る獣害もあるそうだ。
　獣害の他に、美郷は日本全体がそうであるように、少子高齢化に直面してい
る。地方の住民が都会に移住すればするほど、地方のコミュニティのつながりが
薄れてしまう。東京や大阪の都市部、または優雅な京都に訪れる外国人には、こ
の社会問題が都合よく隠されているのだろうか。島根県の中で一番人口密度の
低い美郷町（人口は5000人弱）は特に影響を受けやすいと思う。
　そんなことを考えながら、その2月の寒い朝、道路沿いの暖かい火のそばでお
茶を飲みながら地域住民とお喋りしている私は思った ̶ 獣害や少子高齢化の
問題に迫られているはずのここの皆は、なぜこんなに明るいの？
　その理由がやっと分かったのは、獣害対策や地域活性化に20年間取り組ん
できた美郷町産業振興課の安田亮さんに会った時である。美郷町の再生に対す
る安田さんの前向きな姿勢に感心した。以前からずっと美郷町に害を与える山
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くじらが、実は問題の解決策に重要な役割を果たしていると、安田さんは明瞭に
述べた。私たちが訪問した道路沿いの人々の集まりは「青空サロン」という、
2006年に始まった毎週水曜日の朝市であり、地元の売り場の上であり、獣害対
策について学ぶ場でもある。住民の絆を強めるコミュニティの再生のために大
事な集まりになってきたと、ここに集まる人々は感じている。
　青空サロンの他に、獣害に関する問題がきっかけでコミュニティを豊かにす
るローカルの取り組みがたくさん始まった。近くにあるバリアフリー農園や獣害
対策を通して誰でも交流ができる共用の菜園スペースを安田さんに見せても
らった。「ここでは120歳でも農芸が学べるよ」と安田さんが笑顔で言った。その
あとは「青空クラフト」という、猪の皮を使用し様々な手作り製品（財布、銭袋、ペ
ンホルダーなど）を作製する女性グループを訪問した。安田さんによると、「青空
クラフト」のようなコミュニティ活動は行政から補助金をもらわないで、参加者が
全ての資金を出し合って作った本格的な草の根運動だそうだ。
　美郷町の猪を大事な資源として扱う、「株式会社おおち山くじら」が2017年に
設立された。閉鎖した保育所の施設を再利用している「おおち山くじら」の缶詰
工場を安田さんが案内した。そこで、猪肉を使った缶詰めの中の一つ、ほっぺが
落ちそうな黒ビール煮込みを食べてみた。臭みがなく、非常に柔らかい肉で、シ

チューの力強い味とバランスが完璧にとれていた。
　安田さんは、おおち山くじらの主要業務は猪肉の食品化であるものの、会社の理
念は美郷町の人々が何歳でも幸せで元気な生活ができるように、生きがいを地方
のコミュニティに生み出すことでもある。また、どのようにしてこんな小さい町が人
と人のつながりによって社会問題を解決しているかを見ようとして美郷町を訪問
する会社、研究者、観光客を歓迎する事を想像し続ける事が大切だと言った。
　時期によって変わる肉の供給量など、将来に向けたおおち山くじらと美郷町
にはまだチャレンジがある、と安田さんは言うので、それをすぐに学校給食と比
べた。「給食を食べる時、一番好きなものを先に食べる？」と彼は聞いた。「そん
なに美味しくはないものには栄養があるが、頑張ってそれを先に食べたら、最後
に好きなものを食べる楽しみができる!」。
　私が美郷町を訪れたことは、多くの理由でとても良い経験になった。出会った住
民の方々に歓迎してもらえて感動した。冷たい天気であったが、住民の心で町は
温かい雰囲気がした。お年寄りでも元気いっぱいに一緒に笑い、積極的にコミュ
ニティに関わろうとしている。地域の交流、住民が共有する畑、「青空サロン」や「青
空クラフト」などのローカルの取り組み、そして役場とおおち山くじらの活動を通し
て、山くじらは努力をしてきた美郷町の人々に次いで、町の大切な資源になった。
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国际交流员　Oliver　Marshall

美乡的山鲸

　　雾霭越过山顶，流淌进前方狭窄的溪谷。在这个阴天的早

上，我们一行人驾车驶出隧道，把车停在了路边的空地上。吸引

我们注意的是路边的小木屋外，正聚集着一群精神抖擞的人

们。他们有人围着篝火谈得正起兴，有人正麻利地准备热红茶、

咖啡、料理等。待我们走近后，几位阿姨马上亲切地招呼我们坐

进小屋，为我们端上了蛋糕卷、饭团、热气腾腾的日式年糕红豆

汤。我很惊讶，在这种深山曲径里，竟还能感受到如此有活力的

待遇。一开始我以为这里的人们是在庆祝什么活动，后来才明

白他们庆祝的是这个地区本身。从某种意义上说，他们是在庆

祝这个地区因为某个不可思议的事物，而重获了新生⋯⋯

　　今年2月，我和国际交流员的同事们一起来到了位于岛根

县中央的美乡町，采访关于“山鲸”的内容。也许没有学习过日

本历史的外国人会感到好奇，为何要把猪叫做“山鲸”呢？原

来，这是因为江户时代人们忌讳吃4只脚的动物，所以才在吃猪

肉时婉转地给猪起了个鱼的称呼，叫做“山鲸”。这个说法我也

是来到这里采风才第一次听说。

　　在网上搜索“日本的猪”一词，就会出现很多关于野兽灾害的

报道。美乡町产业振兴科的鸟田科长向我们介绍道，这里的农民

面临着野猪侵袭农地，在农作物成熟前吃掉庄稼等难题。此外，野

猪有时还会踩坏植物，把庄稼碾成烂泥，挖虫子破坏土地等。

　　除了野兽灾害外，美乡町也和日本全国一样，面临着少子

老龄化问题。农村人口越来越向大城市集中，地区群落越来越

萧条。也许到访繁华的东京、大阪和优雅的京都的外国人，是看

不到这样的社会问题的。但是如果来到了岛根县中人口密度最

低的美乡町（人口不足5000），这一问题就很难再被隐藏了。

　　在这个2月的寒冷早上，我一边在路旁的温暖篝火边喝茶，

一边和当地居民聊着天，不禁想道：面对野兽灾害、少子老龄化

等难题，人们为何还能如此开朗呢？

　　终于，美乡町产业振兴课的安田亮为我们解开了谜底。安

田从事解决野兽灾害、振兴地

区的工作已经二十年了。他积

极振兴美乡町的身影让人深

美
郷
の
山
く
じ
ら

感敬佩。安田明确地告诉我们，虽然

以前野猪一直危害着美乡町，但现

如今野猪也正是解决问题的关键所

在。原来，那个路旁聚会其实是每周

三早上当地的早市，名叫“青空沙

龙”，成立于2006年。这个沙龙不仅是

市场，也是当地居民学习如何应对

野兽灾害的场所。同时，对于这里的人来说，这里也是加强地区

住民纽带、促进地区复兴的重要聚会之地。

　　除了青空沙龙外，美乡町还有很多为应对野兽灾害而兴起

的、用于丰富当地生活的组织。安田带我们参观了附近的无障

碍农园和提供大家交流的菜田。安田介绍说，“就算120岁的老

年人也可以在这里学习农艺”。之后，安田还带我们参观了一个

叫做“青空Craft”的妇女活动团体，她们利用野猪皮制作了各种

各样的手工皮制品（比如钱包、零钱袋、笔套）等等。安田介绍

说，“青空Craft”没有收拿政府的任何补助，是靠参加者共同集

资而成立的真正的草根组织。

　　此外，安田还带我们参观了一家成立于2017年的叫做“邑

智山鲸”的公司，该公司的工作是把野猪资源变废为宝。这家公

司的罐头工厂建立在一家已经废园的托儿所内，起到了设施再

利用的作用。在这里，我们试吃了一种黑啤酒炖野猪肉的罐头，

非常好吃，完全没有腥味，肉质柔软，味道调和得恰到好处。

　　安田说，“邑智山鲸有限公司”的主要业务是把野猪肉制成

食品，公司的理念是让美乡町的人们不论多大年纪都能幸福

地、充满活力地生活，让当地焕发出更多的生命的价值。我们期

待更多公司、学者、游客来到美乡町，来实地考察这个小镇是如

何通过人与人之间的纽带来解决社会问题的。我们认为怀抱这

种期待很重要。

　　虽然公司和美乡町都面临着野猪肉供给量随季节不平衡

等挑战，但是安田对此做了一个比喻——“就像吃学校食堂的

配餐时不会先吃最喜欢的菜一样，不好吃的东西有营养，只要

先努力解决掉不好吃的东西，最后就能享受最喜欢的美食

了！”

　　这次访问美乡町，让我从各种意义上学到了很多。遇到的

人们给了我感动。尽管天气寒冷，这个小镇却让人倍感温暖。

在这里，就连老年人也都精神矍铄地笑着积极参与到地区的

建设中。地区的交流、共享的农园、“青空沙龙”和“ 青空Craft”

等当地组织、公司的事业、政府的工作——通过美乡町居民的

种种努力，如今，山鲸已经同这群人儿一样，成为了美乡町珍

贵的资源了。
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　霧が山頂を越え、前方の狭い渓谷に流れ込む、曇った朝であった。私達はトンネ
ルを出て、道路沿いの空き地に駐車したら、木造の小屋の外にある元気な人々の
集まりに気づいた。焚き火にあたり生き生きと会話をする人もいれば、暖かい紅
茶、コーヒー、手作り料理をてきぱきと用意する人もいた。近づいたら、すぐにお母
さんたちに小屋へ招き入れられ、ロールケーキ、おにぎり、熱々のぜんざいをご馳
走になった。山奥の狭い道で知らない人々から、そのような活気やおもてなしを受
け、私は驚いた。最初は「何かお祝いしているようだ」と不思議に思ったが、コミュニ
ティそのものを祝っていることがやっと分かった。ある意味、その集まりがまさかと
思う事のおかげで、コミュニティの再生を祝っていることが明らかになった…
　2月に同僚の国際交流員と一緒に「山くじら」についての取材で、島根県の中
央にある美郷町へ行った。日本史を勉強したことがない外国人には猪を示す

「山くじら」を奇妙に思うかもしれない。4本足の獣を食べることを禁忌されてい
た江戸時代に、人々が「山くじら」という婉曲的な表現を造り出し、実際には食べ
ていたことを、私は美郷町の取材で初めて知った。
　インターネットで「日本の猪」を検索したら、深刻な問題である農業獣害に関

する記事が数多く出てくる。美郷の農家の人々が直面する試練については、美
郷町産業振興課の烏田課長に聞いた。烏田課長によると、猪は田畑に入り込ん
で、農作物が実る前に食べてしまう。その他、植物を踏みつぶすだけではなく、駆
け回ることで作物が泥まみれになる。虫を求めて掘る獣害もあるそうだ。
　獣害の他に、美郷は日本全体がそうであるように、少子高齢化に直面してい
る。地方の住民が都会に移住すればするほど、地方のコミュニティのつながりが
薄れてしまう。東京や大阪の都市部、または優雅な京都に訪れる外国人には、こ
の社会問題が都合よく隠されているのだろうか。島根県の中で一番人口密度の
低い美郷町（人口は5000人弱）は特に影響を受けやすいと思う。
　そんなことを考えながら、その2月の寒い朝、道路沿いの暖かい火のそばでお
茶を飲みながら地域住民とお喋りしている私は思った ̶ 獣害や少子高齢化の
問題に迫られているはずのここの皆は、なぜこんなに明るいの？
　その理由がやっと分かったのは、獣害対策や地域活性化に20年間取り組ん
できた美郷町産業振興課の安田亮さんに会った時である。美郷町の再生に対す
る安田さんの前向きな姿勢に感心した。以前からずっと美郷町に害を与える山
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くじらが、実は問題の解決策に重要な役割を果たしていると、安田さんは明瞭に
述べた。私たちが訪問した道路沿いの人々の集まりは「青空サロン」という、
2006年に始まった毎週水曜日の朝市であり、地元の売り場の上であり、獣害対
策について学ぶ場でもある。住民の絆を強めるコミュニティの再生のために大
事な集まりになってきたと、ここに集まる人々は感じている。
　青空サロンの他に、獣害に関する問題がきっかけでコミュニティを豊かにす
るローカルの取り組みがたくさん始まった。近くにあるバリアフリー農園や獣害
対策を通して誰でも交流ができる共用の菜園スペースを安田さんに見せても
らった。「ここでは120歳でも農芸が学べるよ」と安田さんが笑顔で言った。その
あとは「青空クラフト」という、猪の皮を使用し様々な手作り製品（財布、銭袋、ペ
ンホルダーなど）を作製する女性グループを訪問した。安田さんによると、「青空
クラフト」のようなコミュニティ活動は行政から補助金をもらわないで、参加者が
全ての資金を出し合って作った本格的な草の根運動だそうだ。
　美郷町の猪を大事な資源として扱う、「株式会社おおち山くじら」が2017年に
設立された。閉鎖した保育所の施設を再利用している「おおち山くじら」の缶詰
工場を安田さんが案内した。そこで、猪肉を使った缶詰めの中の一つ、ほっぺが
落ちそうな黒ビール煮込みを食べてみた。臭みがなく、非常に柔らかい肉で、シ

チューの力強い味とバランスが完璧にとれていた。
　安田さんは、おおち山くじらの主要業務は猪肉の食品化であるものの、会社の理
念は美郷町の人々が何歳でも幸せで元気な生活ができるように、生きがいを地方
のコミュニティに生み出すことでもある。また、どのようにしてこんな小さい町が人
と人のつながりによって社会問題を解決しているかを見ようとして美郷町を訪問
する会社、研究者、観光客を歓迎する事を想像し続ける事が大切だと言った。
　時期によって変わる肉の供給量など、将来に向けたおおち山くじらと美郷町
にはまだチャレンジがある、と安田さんは言うので、それをすぐに学校給食と比
べた。「給食を食べる時、一番好きなものを先に食べる？」と彼は聞いた。「そん
なに美味しくはないものには栄養があるが、頑張ってそれを先に食べたら、最後
に好きなものを食べる楽しみができる!」。
　私が美郷町を訪れたことは、多くの理由でとても良い経験になった。出会った住
民の方々に歓迎してもらえて感動した。冷たい天気であったが、住民の心で町は
温かい雰囲気がした。お年寄りでも元気いっぱいに一緒に笑い、積極的にコミュ
ニティに関わろうとしている。地域の交流、住民が共有する畑、「青空サロン」や「青
空クラフト」などのローカルの取り組み、そして役場とおおち山くじらの活動を通し
て、山くじらは努力をしてきた美郷町の人々に次いで、町の大切な資源になった。

●Japanese
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国际交流员　Oliver　Marshall

美乡的山鲸

　　雾霭越过山顶，流淌进前方狭窄的溪谷。在这个阴天的早

上，我们一行人驾车驶出隧道，把车停在了路边的空地上。吸引

我们注意的是路边的小木屋外，正聚集着一群精神抖擞的人

们。他们有人围着篝火谈得正起兴，有人正麻利地准备热红茶、

咖啡、料理等。待我们走近后，几位阿姨马上亲切地招呼我们坐

进小屋，为我们端上了蛋糕卷、饭团、热气腾腾的日式年糕红豆

汤。我很惊讶，在这种深山曲径里，竟还能感受到如此有活力的

待遇。一开始我以为这里的人们是在庆祝什么活动，后来才明

白他们庆祝的是这个地区本身。从某种意义上说，他们是在庆

祝这个地区因为某个不可思议的事物，而重获了新生⋯⋯

　　今年2月，我和国际交流员的同事们一起来到了位于岛根

县中央的美乡町，采访关于“山鲸”的内容。也许没有学习过日

本历史的外国人会感到好奇，为何要把猪叫做“山鲸”呢？原

来，这是因为江户时代人们忌讳吃4只脚的动物，所以才在吃猪

肉时婉转地给猪起了个鱼的称呼，叫做“山鲸”。这个说法我也

是来到这里采风才第一次听说。

　　在网上搜索“日本的猪”一词，就会出现很多关于野兽灾害的

报道。美乡町产业振兴科的鸟田科长向我们介绍道，这里的农民

面临着野猪侵袭农地，在农作物成熟前吃掉庄稼等难题。此外，野

猪有时还会踩坏植物，把庄稼碾成烂泥，挖虫子破坏土地等。

　　除了野兽灾害外，美乡町也和日本全国一样，面临着少子

老龄化问题。农村人口越来越向大城市集中，地区群落越来越

萧条。也许到访繁华的东京、大阪和优雅的京都的外国人，是看

不到这样的社会问题的。但是如果来到了岛根县中人口密度最

低的美乡町（人口不足5000），这一问题就很难再被隐藏了。

　　在这个2月的寒冷早上，我一边在路旁的温暖篝火边喝茶，

一边和当地居民聊着天，不禁想道：面对野兽灾害、少子老龄化

等难题，人们为何还能如此开朗呢？

　　终于，美乡町产业振兴课的安田亮为我们解开了谜底。安

田从事解决野兽灾害、振兴地

区的工作已经二十年了。他积

极振兴美乡町的身影让人深
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感敬佩。安田明确地告诉我们，虽然

以前野猪一直危害着美乡町，但现

如今野猪也正是解决问题的关键所

在。原来，那个路旁聚会其实是每周

三早上当地的早市，名叫“青空沙

龙”，成立于2006年。这个沙龙不仅是

市场，也是当地居民学习如何应对

野兽灾害的场所。同时，对于这里的人来说，这里也是加强地区

住民纽带、促进地区复兴的重要聚会之地。

　　除了青空沙龙外，美乡町还有很多为应对野兽灾害而兴起

的、用于丰富当地生活的组织。安田带我们参观了附近的无障

碍农园和提供大家交流的菜田。安田介绍说，“就算120岁的老

年人也可以在这里学习农艺”。之后，安田还带我们参观了一个

叫做“青空Craft”的妇女活动团体，她们利用野猪皮制作了各种

各样的手工皮制品（比如钱包、零钱袋、笔套）等等。安田介绍

说，“青空Craft”没有收拿政府的任何补助，是靠参加者共同集

资而成立的真正的草根组织。

　　此外，安田还带我们参观了一家成立于2017年的叫做“邑

智山鲸”的公司，该公司的工作是把野猪资源变废为宝。这家公

司的罐头工厂建立在一家已经废园的托儿所内，起到了设施再

利用的作用。在这里，我们试吃了一种黑啤酒炖野猪肉的罐头，

非常好吃，完全没有腥味，肉质柔软，味道调和得恰到好处。

　　安田说，“邑智山鲸有限公司”的主要业务是把野猪肉制成

食品，公司的理念是让美乡町的人们不论多大年纪都能幸福

地、充满活力地生活，让当地焕发出更多的生命的价值。我们期

待更多公司、学者、游客来到美乡町，来实地考察这个小镇是如

何通过人与人之间的纽带来解决社会问题的。我们认为怀抱这

种期待很重要。

　　虽然公司和美乡町都面临着野猪肉供给量随季节不平衡

等挑战，但是安田对此做了一个比喻——“就像吃学校食堂的

配餐时不会先吃最喜欢的菜一样，不好吃的东西有营养，只要

先努力解决掉不好吃的东西，最后就能享受最喜欢的美食

了！”

　　这次访问美乡町，让我从各种意义上学到了很多。遇到的

人们给了我感动。尽管天气寒冷，这个小镇却让人倍感温暖。

在这里，就连老年人也都精神矍铄地笑着积极参与到地区的

建设中。地区的交流、共享的农园、“青空沙龙”和“ 青空Craft”

等当地组织、公司的事业、政府的工作——通过美乡町居民的

种种努力，如今，山鲸已经同这群人儿一样，成为了美乡町珍

贵的资源了。
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「山くじらを通じ、広がる地域のコミュニティ」
－手縫いイノシシ皮革製品の創造空間「青空クラフト」－

コミュニティをつなぐ努力をしている。
　私はイノシシを通じ、地域住民のコミュニティ活性の手段になっている、「青空クラ
フト」という集まりについて取材をした。
　「青空クラフト」はイノシシの革を使い、様々な手縫いの製品を作っている地域の
婦人会の集まりだ。野生のイノシシを捕獲し、そこから得た皮を東京にあるなめし工
場で加工され再び美郷町に戻る。そして婦人会のみなさんの手から、いろいろな手
縫いの製品が誕生する。製品は主に日用品が多く、キーホールダー、コインケース、
印鑑ケース、携帯ストラップ、ペンケースなど多様だ。もちろんオーダーメイドでバック
のようなものも製作が可能だそうだ。「青空クラフト」会の代表である渡利マツ子さん
は博多出身で、独身の時、地元で約9年洋裁の仕事の経験がある。「青空クラフト」の
会場として使われている集会所は、以前縫製工場があったところで、ここの皆さんは
以前、縫製の仕事をしたことがある方が多いらしい。しかし皮革製品はまた縫製の仕
事とは違う分野であるために、「青空クラフト」が立ち上がって8年という年月が経ち、
やっと手縫いの革製品作りに少し慣れたという。
　「青空クラフト」の集まりは毎週水曜日。毎週水曜日の早朝、地域の住民たちの別の

　2019年己亥年。今年は十二支の亥年になる。十二支の亥に当てられる動物が中国、
韓国などではブタになるが、日本ではイノシシになるのが面白い。日本でイノシシ肉を
食べ始めたのは大昔からだと言われているが、昔は四足の獣を食べるのは禁忌されて
いたため、イノシシをあえて「山くじら」という名前で呼び、イノシシ肉を食べ続けてきた
そうだ。昔の人はくじらを魚だと思っていたから、こういうおもしろい名前ができた。
　野生動物であるイノシシが環境の変化などにより、山から民家や田んぼ・畑などに
降りてきて、人々の生活に影響を与えているのは日本だけでの問題ではない。韓国で
も2005年首都ソウルという大都会にイノシシが現れ、大騒ぎになったことがある。そ
れからずっと韓国国内ではイノシシの問題で頭を抱えている。果たして、イノシシと
人間が共生するための方法はあるかどうか。
今回の島根情報誌では「山くじらと生きる町-美郷町」をテーマに、島根県の中部にあ
る美郷町を2回訪問した。
　人口4700人あまりの小さい町、美郷町は豊かな森林に囲まれ、以前から町に現れ
るイノシシの被害が多い地域である。この小さい町の住民は国や自治体だけに頼ら
ずに、自ら主人公になり、イノシシを通じ、積極的に町の経済を活性化し地域住民の

楽しそうな感じ。
　日本も韓国も少子化・高齢化の問題が深刻だ。これに伴い、地方人口の減少も深
刻な状況だが、美郷町のように地方の高齢者の方々が地域のコミュニティを通じ、一
緒に集まり、90を超える年齢でも楽しく趣味生活ができるなら、大きな意味があるの
ではないかと思う。
韓国も高齢化が猛スピードで進んでいるが、すでに高齢社会である日本では人口の
減少に対応すべく「地域おこし」のための様々な努力が行われている。
　「地域おこし」という言葉は地域に住んでいる「人を起こす」という意味があり、それが
最も根本的な問題解決につながると美郷町役場の安田亮（産業振興課）さんは言う。
　今までは「地域起こし＝若い人たちをたくさん吸収、地域の経済発展」だと思い込
んでいたが、美郷町でたくさんの人に会い、インタービューをしながら、自分の今まで
の狭い視野が広くなったような気がした。
　「地域おこし」には正解がないと安田さんは話を続けていく。無理やり都会から若
い人たちをここに定住させるのにも問題がある。それよりまず、この地域に住んでいる
人々がこのようなコミュニティを通じ、年をとっても、健康で自分の生活を維持してい
けるなら、自然な流れで他の地域の人々も美郷町に関心を持つようになるだろう。美
郷町は山くじらを通じ、地域の経済だけではなく、健康で長生きできる地域として、成
長していくだろう。美郷町のこういった努力が日本国内だけではなく、韓国と世界中
に広がっていくことを切実に祈っている。
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コミュニティの朝市で、各自作った料理などを持ち寄り、食べ、自分の畑で栽培した野
菜などの販売が終わると、ここの集会所に11名の婦人会の方々が集まり、手縫いの
イノシシ皮革製品を作る作業が始まる。製品の広報・受注・製作・発送などは実にア
ナログ式だ。ネット販売などはせず、欲しい人は購入しに直接ここまで来ないといけ
ない。製品の購入のために直接ここを訪問する人々に、「青空クラフト」のみなさんが
手で丁寧に一針一針縫い、作っていく姿や、美郷町をいろいろ見てもらいたい気持ち
で、あえてこのような方法で販売をしている。製品はすべて手縫いだから、すごく丈夫
で上品だ。イノシシの皮革製品を見るのは初めてだったので、どんな感じだろうと気
になっていたが、牛革に比べて、すごく軽く、やわらかくて、使えば使うほど、革固有の
光沢が出てきて、だんだん色が薄くなっていくそうだが、これがイノシシ革ならではの
味だと言えるだろう。製品の値段は手縫いの皮革製品だから、ある程度の値段になる
と思っていたが、安い物は300円（キーカバー）から高い物は8,000円（名刺入れ）ま
で。手縫いの皮革製品としては安い方だ。時間と手間をかけて、また皮を加工するな
どのお金のことを考えると、収益があまり出なさそうと思ったが、やはり渡利さんの答
えも収益はゼロということだ。収益を考えて活動している会というより、週1回こうやっ
て集まり、お互いの日常生活を共有し、趣味で続けていく事に、意味があるという。
　「青空クラフト」の参加者の平均年齢は70代。みんな作業に入る前のお茶タイムの
時は和やかな雰囲気で楽しくおしゃべりをし、10時から午後4時までの手縫い皮革
製品作りの時は誰よりも集中して、真剣な顔で作業に取り組んでいる。みんな、とても
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　　2019己亥年。今年是地支的亥年。在中、韩等国地支中的亥

对应的动物是猪，有趣的是在日本对应的动物是野猪。据说日

本很久以前就开始食用野猪肉，但是因为当时禁止食用四足动

物，野猪就被叫做“山鲸”，一直被食用。古代的人们认为鲸是

鱼，所以就给野猪起了这样一个有趣的名字。

　　本是野生动物的野猪，由于环境变化下山闯入民家、农田，

影响人们的生活。并非只是日本出现这样的问题。2005年韩国

首尔也出现了野猪的身影，引起巨大轰动。从那以后，韩国也对

野猪问题头疼不已。到底有没有能让野猪和人类和平共处的方

法呢？

　　因为这次《梦之港》的主题是“与山鲸共生的小镇—美乡

町”，所以我们2次前往位于岛根县中部的美乡町。

　　美乡町是一个人口约4700人的小镇，四周被丰富的森林资

源环绕，很久以前就是一个深受野猪灾害的地区。这个小镇上

的居民并没有一味依赖国家和政府，而是充分发挥主人翁精

神，积极开展各种野猪相关的活动来发展地域经济、加强地域

居民团体之间的联系。

　　我本次的采访对象是当地一个使野猪成为一种活跃当地

居民团体方法的，叫做“青空Craft”的一个手工团体。

　　“青空Craft”是使用野猪皮手工制作皮具的当地妇女会的

一个活动。将捕获的野猪皮送至东京的熟皮工厂加工后再回到

美乡町。在妇女会各位妈妈的双手里，诞生各种各样的手工野

猪皮革制品。主要是一些我们生活中的日常用品，钥匙扣、硬币

通过山鲸不断发展的地方团体
-手工野猪皮革制品创造团体“青空Craft”-

包、印章包、手机挂件、笔袋等，听说也可以定制提包等。“青空

Craft”的代表渡利Matsuko女士出身于博多，结婚之前曾在当地

从事过9年的裁剪工作。“青空Craft”开展皮革制品活动的活动

室以前是一个服装厂，“青空Craft”的妈妈们大都从事过裁缝的

工作。但是，皮革制品还是和裁缝的工作有所不同，“青空手工”

从成立至今已有8年，才感到一些得心应手。

　　“青空Craft”每周三开展活动。每周三一大早，当地的居民

都会带着各自制作的早饭、自家栽种的蔬菜等到当地另外一个

团体组织的早市去售卖。早市结束后，“青空Craft”的11位妈妈

们来到活动室，开始野猪皮革手工缝制。制品的宣传、接单、制

作、邮寄都延续传统方式。不采用网络销售，想购买的人只能到

他们的制作现场才能买到。主要是希望购买野猪皮革皮具的人

能够亲临美乡町看看“青空Craft”的妈妈们如何一针一线认真

制作的工作场景，而采取了这样的销售形式。所有制品都是手

工完成，非常结实又有质感。因为我是第一次见到野猪皮具，非

常在意它的手感。比牛皮皮具轻、柔软、听说在使用一段时间后

会呈现出野猪皮革所独具的光泽、皮具颜色也会慢慢变浅，这

也许就是野猪皮革所独具的特色吧。我本来想着因为是纯手工

制造，价格应该不低吧，但是看到定价却是从最便宜的300日元

（钥匙套）到最贵8000日元（名片盒），作为手工的皮革制品定价
还是很便宜的。我心里计算着除去制作所花费的时间和精力以

及皮革加工的成本，也剩不了多少盈利了吧，果然从渡利女士

那里得到的答案是“零”。比起为了盈利而开展的活动，倒不如

说每周一次大家聚在一起聊聊家常、互通有无、正是由于大家

的兴趣使这项活动持续至今才是“青空Craft”的意义所在。

　　“青空Craft”的妈妈们平均年龄是70几岁。在开始工作之

前，先坐在一起享受上午茶。在安静平和的氛围中，大家愉快聊

天。之后认真投入到上午10点至下午4点的皮具制作中。能够感

到他们每个人都非常快乐。

　　日本、韩国的少子化·老龄化问题非常严重，伴随着这个问

题，农村人口减少问题也很严重。我觉得像美乡町这样，老年人

通过当地的团体聚在一起，即便是超过90岁也可以享受兴趣爱

好这是非常有意义的。

　　韩国的老龄化也在快速推进。已经进入老龄社会的日本正

在为应对人口减少采取各种对应措施。

“‘地域振兴’这个词指的是如何振兴住在这个地区的居民的意

思，这是最根本的问题。”美乡町政府的安田亮（产业振兴课）这

样说到。

　　至今为止我都想当然的认为“地域振兴＝引进很多的年轻

人，发展地域经济”，但是在美乡町遇到很多人，在采访他们的

时候，意识到至今为止自己的狭隘视野也变得宽阔起来。

　　“如何做到地域振兴并没有正确答案”安田继续说到。如果

强行让年轻人从城里搬到农村，也会带来很多问题。所以首先

要做的是，如何通过当地的团体让住在这里的人即便是上了年

纪，也可以健康地维持自己的生

活，自然而然的其他地方的人也

会对美乡町产生兴趣。美乡町通

过山鲸不仅发展了地域经济，也

让美乡町作为一个可以健康长

寿的生活之乡成长起来。我衷心

期待着美乡町的这些努力成果

不仅能在日本，也可以在韩国乃

至世界推广开来。
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「山くじらを通じ、広がる地域のコミュニティ」
－手縫いイノシシ皮革製品の創造空間「青空クラフト」－

コミュニティをつなぐ努力をしている。
　私はイノシシを通じ、地域住民のコミュニティ活性の手段になっている、「青空クラ
フト」という集まりについて取材をした。
　「青空クラフト」はイノシシの革を使い、様々な手縫いの製品を作っている地域の
婦人会の集まりだ。野生のイノシシを捕獲し、そこから得た皮を東京にあるなめし工
場で加工され再び美郷町に戻る。そして婦人会のみなさんの手から、いろいろな手
縫いの製品が誕生する。製品は主に日用品が多く、キーホールダー、コインケース、
印鑑ケース、携帯ストラップ、ペンケースなど多様だ。もちろんオーダーメイドでバック
のようなものも製作が可能だそうだ。「青空クラフト」会の代表である渡利マツ子さん
は博多出身で、独身の時、地元で約9年洋裁の仕事の経験がある。「青空クラフト」の
会場として使われている集会所は、以前縫製工場があったところで、ここの皆さんは
以前、縫製の仕事をしたことがある方が多いらしい。しかし皮革製品はまた縫製の仕
事とは違う分野であるために、「青空クラフト」が立ち上がって8年という年月が経ち、
やっと手縫いの革製品作りに少し慣れたという。
　「青空クラフト」の集まりは毎週水曜日。毎週水曜日の早朝、地域の住民たちの別の

　2019年己亥年。今年は十二支の亥年になる。十二支の亥に当てられる動物が中国、
韓国などではブタになるが、日本ではイノシシになるのが面白い。日本でイノシシ肉を
食べ始めたのは大昔からだと言われているが、昔は四足の獣を食べるのは禁忌されて
いたため、イノシシをあえて「山くじら」という名前で呼び、イノシシ肉を食べ続けてきた
そうだ。昔の人はくじらを魚だと思っていたから、こういうおもしろい名前ができた。
　野生動物であるイノシシが環境の変化などにより、山から民家や田んぼ・畑などに
降りてきて、人々の生活に影響を与えているのは日本だけでの問題ではない。韓国で
も2005年首都ソウルという大都会にイノシシが現れ、大騒ぎになったことがある。そ
れからずっと韓国国内ではイノシシの問題で頭を抱えている。果たして、イノシシと
人間が共生するための方法はあるかどうか。
今回の島根情報誌では「山くじらと生きる町-美郷町」をテーマに、島根県の中部にあ
る美郷町を2回訪問した。
　人口4700人あまりの小さい町、美郷町は豊かな森林に囲まれ、以前から町に現れ
るイノシシの被害が多い地域である。この小さい町の住民は国や自治体だけに頼ら
ずに、自ら主人公になり、イノシシを通じ、積極的に町の経済を活性化し地域住民の

楽しそうな感じ。
　日本も韓国も少子化・高齢化の問題が深刻だ。これに伴い、地方人口の減少も深
刻な状況だが、美郷町のように地方の高齢者の方々が地域のコミュニティを通じ、一
緒に集まり、90を超える年齢でも楽しく趣味生活ができるなら、大きな意味があるの
ではないかと思う。
韓国も高齢化が猛スピードで進んでいるが、すでに高齢社会である日本では人口の
減少に対応すべく「地域おこし」のための様々な努力が行われている。
　「地域おこし」という言葉は地域に住んでいる「人を起こす」という意味があり、それが
最も根本的な問題解決につながると美郷町役場の安田亮（産業振興課）さんは言う。
　今までは「地域起こし＝若い人たちをたくさん吸収、地域の経済発展」だと思い込
んでいたが、美郷町でたくさんの人に会い、インタービューをしながら、自分の今まで
の狭い視野が広くなったような気がした。
　「地域おこし」には正解がないと安田さんは話を続けていく。無理やり都会から若
い人たちをここに定住させるのにも問題がある。それよりまず、この地域に住んでいる
人々がこのようなコミュニティを通じ、年をとっても、健康で自分の生活を維持してい
けるなら、自然な流れで他の地域の人々も美郷町に関心を持つようになるだろう。美
郷町は山くじらを通じ、地域の経済だけではなく、健康で長生きできる地域として、成
長していくだろう。美郷町のこういった努力が日本国内だけではなく、韓国と世界中
に広がっていくことを切実に祈っている。

●Japanese

コミュニティの朝市で、各自作った料理などを持ち寄り、食べ、自分の畑で栽培した野
菜などの販売が終わると、ここの集会所に11名の婦人会の方々が集まり、手縫いの
イノシシ皮革製品を作る作業が始まる。製品の広報・受注・製作・発送などは実にア
ナログ式だ。ネット販売などはせず、欲しい人は購入しに直接ここまで来ないといけ
ない。製品の購入のために直接ここを訪問する人々に、「青空クラフト」のみなさんが
手で丁寧に一針一針縫い、作っていく姿や、美郷町をいろいろ見てもらいたい気持ち
で、あえてこのような方法で販売をしている。製品はすべて手縫いだから、すごく丈夫
で上品だ。イノシシの皮革製品を見るのは初めてだったので、どんな感じだろうと気
になっていたが、牛革に比べて、すごく軽く、やわらかくて、使えば使うほど、革固有の
光沢が出てきて、だんだん色が薄くなっていくそうだが、これがイノシシ革ならではの
味だと言えるだろう。製品の値段は手縫いの皮革製品だから、ある程度の値段になる
と思っていたが、安い物は300円（キーカバー）から高い物は8,000円（名刺入れ）ま
で。手縫いの皮革製品としては安い方だ。時間と手間をかけて、また皮を加工するな
どのお金のことを考えると、収益があまり出なさそうと思ったが、やはり渡利さんの答
えも収益はゼロということだ。収益を考えて活動している会というより、週1回こうやっ
て集まり、お互いの日常生活を共有し、趣味で続けていく事に、意味があるという。
　「青空クラフト」の参加者の平均年齢は70代。みんな作業に入る前のお茶タイムの
時は和やかな雰囲気で楽しくおしゃべりをし、10時から午後4時までの手縫い皮革
製品作りの時は誰よりも集中して、真剣な顔で作業に取り組んでいる。みんな、とても

●Japanese
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　　2019己亥年。今年是地支的亥年。在中、韩等国地支中的亥

对应的动物是猪，有趣的是在日本对应的动物是野猪。据说日

本很久以前就开始食用野猪肉，但是因为当时禁止食用四足动

物，野猪就被叫做“山鲸”，一直被食用。古代的人们认为鲸是

鱼，所以就给野猪起了这样一个有趣的名字。

　　本是野生动物的野猪，由于环境变化下山闯入民家、农田，

影响人们的生活。并非只是日本出现这样的问题。2005年韩国

首尔也出现了野猪的身影，引起巨大轰动。从那以后，韩国也对

野猪问题头疼不已。到底有没有能让野猪和人类和平共处的方

法呢？

　　因为这次《梦之港》的主题是“与山鲸共生的小镇—美乡

町”，所以我们2次前往位于岛根县中部的美乡町。

　　美乡町是一个人口约4700人的小镇，四周被丰富的森林资

源环绕，很久以前就是一个深受野猪灾害的地区。这个小镇上

的居民并没有一味依赖国家和政府，而是充分发挥主人翁精

神，积极开展各种野猪相关的活动来发展地域经济、加强地域

居民团体之间的联系。

　　我本次的采访对象是当地一个使野猪成为一种活跃当地

居民团体方法的，叫做“青空Craft”的一个手工团体。

　　“青空Craft”是使用野猪皮手工制作皮具的当地妇女会的

一个活动。将捕获的野猪皮送至东京的熟皮工厂加工后再回到

美乡町。在妇女会各位妈妈的双手里，诞生各种各样的手工野

猪皮革制品。主要是一些我们生活中的日常用品，钥匙扣、硬币

通过山鲸不断发展的地方团体
-手工野猪皮革制品创造团体“青空Craft”-

包、印章包、手机挂件、笔袋等，听说也可以定制提包等。“青空

Craft”的代表渡利Matsuko女士出身于博多，结婚之前曾在当地

从事过9年的裁剪工作。“青空Craft”开展皮革制品活动的活动

室以前是一个服装厂，“青空Craft”的妈妈们大都从事过裁缝的

工作。但是，皮革制品还是和裁缝的工作有所不同，“青空手工”

从成立至今已有8年，才感到一些得心应手。

　　“青空Craft”每周三开展活动。每周三一大早，当地的居民

都会带着各自制作的早饭、自家栽种的蔬菜等到当地另外一个

团体组织的早市去售卖。早市结束后，“青空Craft”的11位妈妈

们来到活动室，开始野猪皮革手工缝制。制品的宣传、接单、制

作、邮寄都延续传统方式。不采用网络销售，想购买的人只能到

他们的制作现场才能买到。主要是希望购买野猪皮革皮具的人

能够亲临美乡町看看“青空Craft”的妈妈们如何一针一线认真

制作的工作场景，而采取了这样的销售形式。所有制品都是手

工完成，非常结实又有质感。因为我是第一次见到野猪皮具，非

常在意它的手感。比牛皮皮具轻、柔软、听说在使用一段时间后

会呈现出野猪皮革所独具的光泽、皮具颜色也会慢慢变浅，这

也许就是野猪皮革所独具的特色吧。我本来想着因为是纯手工

制造，价格应该不低吧，但是看到定价却是从最便宜的300日元

（钥匙套）到最贵8000日元（名片盒），作为手工的皮革制品定价
还是很便宜的。我心里计算着除去制作所花费的时间和精力以

及皮革加工的成本，也剩不了多少盈利了吧，果然从渡利女士

那里得到的答案是“零”。比起为了盈利而开展的活动，倒不如

说每周一次大家聚在一起聊聊家常、互通有无、正是由于大家

的兴趣使这项活动持续至今才是“青空Craft”的意义所在。

　　“青空Craft”的妈妈们平均年龄是70几岁。在开始工作之

前，先坐在一起享受上午茶。在安静平和的氛围中，大家愉快聊

天。之后认真投入到上午10点至下午4点的皮具制作中。能够感

到他们每个人都非常快乐。

　　日本、韩国的少子化·老龄化问题非常严重，伴随着这个问

题，农村人口减少问题也很严重。我觉得像美乡町这样，老年人

通过当地的团体聚在一起，即便是超过90岁也可以享受兴趣爱

好这是非常有意义的。

　　韩国的老龄化也在快速推进。已经进入老龄社会的日本正

在为应对人口减少采取各种对应措施。

“‘地域振兴’这个词指的是如何振兴住在这个地区的居民的意

思，这是最根本的问题。”美乡町政府的安田亮（产业振兴课）这

样说到。

　　至今为止我都想当然的认为“地域振兴＝引进很多的年轻

人，发展地域经济”，但是在美乡町遇到很多人，在采访他们的

时候，意识到至今为止自己的狭隘视野也变得宽阔起来。

　　“如何做到地域振兴并没有正确答案”安田继续说到。如果

强行让年轻人从城里搬到农村，也会带来很多问题。所以首先

要做的是，如何通过当地的团体让住在这里的人即便是上了年

纪，也可以健康地维持自己的生

活，自然而然的其他地方的人也

会对美乡町产生兴趣。美乡町通

过山鲸不仅发展了地域经济，也

让美乡町作为一个可以健康长

寿的生活之乡成长起来。我衷心

期待着美乡町的这些努力成果

不仅能在日本，也可以在韩国乃

至世界推广开来。
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美郷町でいきいき輝く人
　島根県美郷町乙原、閉鎖された保育園。ここでは、イノシシの肉を日本全国に
アピールするための新たなビジネスが始まっている。実はここは今、「株式会社
おおち山くじら」というイノシシの肉を使った缶詰工場だ。美郷町や近隣市町村
で捕獲された野生イノシシの約8割を、ここに搬入・食肉処理し、イノシシの煮込
みなど3種類の缶詰を作り、全国に出荷している。獣害対策の先駆的な取り組み
を行っていることで広く知られている。
　「会社の仕事に価値とやり甲斐を見出している」と話すのは、イノシシ肉生産
における品質・衛生・安全管理の責任者である嵇（じ）亮（りょう）さん。中国上海
生まれで、5歳の時に両親と一緒に神奈川県に移住した。東京大学で生物学を
専攻し、ヨーロッパを渡り歩いてきた嵇さんが3年前この仕事のために美郷町に
移り住んだ。二日間にわたる取材で、役場や地域住民との話の中で何度も彼の
名前が出てきた。称賛の声が相次いでいた。私たちはそんな嵇さんのところに
お話を聞きに行った。
　2016年3月、美郷町のブログにあった「一緒にイノシシ肉の事業を手伝ってく
れる人募集」という書き込みが目に入り、まずは話だけでも聞いてみようと1通

のメールを送ったことがきっかけとなり、現在に至っている。イノシシの解体処
理という珍しい職種ゆえ、募集に対してそれほど反応がない中、嵇さんは興味を
持って問い合わせをしてくれた「レアな人物」だったそうだ。
　「ほかの所ではされていないようなことに挑戦してみたい。そして、自分の食い
扶持を自分で稼ぐの
が魅力的だと思っ
た」。しかし、そうは
言っても、方言がわ
からない、想像以上
の仕事量、来たばか
りなのに山くじら事業
のコアな部分がいき
なり任せられた……
最初は試練の連続
だった。しかし、町の

●Japanese

許容力に救われた。地域の方々が彼に仕事を任せるだけでなく、自分の足りな
い部分や辛い部分をサポートしてくれたそうだ。「辛い時もあったけど、それで
も楽しくて続けたい」ときっぱりと言う。
　「イノシシの原材料を仕入れて、お肉にして、それをさらに缶詰に加工して販
売する。最初から最後まで携わるのが面白いし充実している。」自分がやらなけ
れば何も進まない。だけど、やればやるほどどんどん形になる。その実感と手応
え、仕事のプロセスそのものが、彼を昇華しているのだった。嵇さんの仕事は基
本的にはイノシシの解体処理だが、最近は在庫管理や生産体制の管理につい
ても改善に乗り出しているそう。「仕事をする上での知識は一から勉強しなけれ
ばならないが、大学で勉強した考え方が役に立っている。」シーズンによる捕獲
量の差、処理スタッフを増員したいなど、目の前に現れる課題も少なくないが、
一生懸命にかつ楽しんでいる姿が印象的だった。将来は年間生産量を安定的
に増加し、日本全国のイノシシ肉市場で占めるシェアを1％まで高めたいとい
う。
　地域を守りながら、地域にも守られている。美郷町に来るまでは、田舎の社会

では時間をかけて人との関係を積み重ねて徐々に信頼してもらわないといけな
いものだと思っていた彼が、美郷では、いつの間にか大事にされている。その秘
訣を聞くと、「地域に入り込んだ仕事をしているからだ。そして、高齢の方に触れ
合うことも大事。みなさんがいろいろな経験をされてきたので、その話を聞くの
が好き」と笑顔を見せた彼がとても輝いて見えた。

●Japanese

コミュニティをつなぐ努力をしている。
　私はイノシシを通じ、地域住民のコミュニティ活性の手段になっている、「青空クラ
フト」という集まりについて取材をした。
　「青空クラフト」はイノシシの革を使い、様々な手縫いの製品を作っている地域の
婦人会の集まりだ。野生のイノシシを捕獲し、そこから得た皮を東京にあるなめし工
場で加工され再び美郷町に戻る。そして婦人会のみなさんの手から、いろいろな手
縫いの製品が誕生する。製品は主に日用品が多く、キーホールダー、コインケース、
印鑑ケース、携帯ストラップ、ペンケースなど多様だ。もちろんオーダーメイドでバック
のようなものも製作が可能だそうだ。「青空クラフト」会の代表である渡利マツ子さん
は博多出身で、独身の時、地元で約9年洋裁の仕事の経験がある。「青空クラフト」の
会場として使われている集会所は、以前縫製工場があったところで、ここの皆さんは
以前、縫製の仕事をしたことがある方が多いらしい。しかし皮革製品はまた縫製の仕
事とは違う分野であるために、「青空クラフト」が立ち上がって8年という年月が経ち、
やっと手縫いの革製品作りに少し慣れたという。
　「青空クラフト」の集まりは毎週水曜日。毎週水曜日の早朝、地域の住民たちの別の

　2019年己亥年。今年は十二支の亥年になる。十二支の亥に当てられる動物が中国、
韓国などではブタになるが、日本ではイノシシになるのが面白い。日本でイノシシ肉を
食べ始めたのは大昔からだと言われているが、昔は四足の獣を食べるのは禁忌されて
いたため、イノシシをあえて「山くじら」という名前で呼び、イノシシ肉を食べ続けてきた
そうだ。昔の人はくじらを魚だと思っていたから、こういうおもしろい名前ができた。
　野生動物であるイノシシが環境の変化などにより、山から民家や田んぼ・畑などに
降りてきて、人々の生活に影響を与えているのは日本だけでの問題ではない。韓国で
も2005年首都ソウルという大都会にイノシシが現れ、大騒ぎになったことがある。そ
れからずっと韓国国内ではイノシシの問題で頭を抱えている。果たして、イノシシと
人間が共生するための方法はあるかどうか。
今回の島根情報誌では「山くじらと生きる町-美郷町」をテーマに、島根県の中部にあ
る美郷町を2回訪問した。
　人口4700人あまりの小さい町、美郷町は豊かな森林に囲まれ、以前から町に現れ
るイノシシの被害が多い地域である。この小さい町の住民は国や自治体だけに頼ら
ずに、自ら主人公になり、イノシシを通じ、積極的に町の経済を活性化し地域住民の

楽しそうな感じ。
　日本も韓国も少子化・高齢化の問題が深刻だ。これに伴い、地方人口の減少も深
刻な状況だが、美郷町のように地方の高齢者の方々が地域のコミュニティを通じ、一
緒に集まり、90を超える年齢でも楽しく趣味生活ができるなら、大きな意味があるの
ではないかと思う。
韓国も高齢化が猛スピードで進んでいるが、すでに高齢社会である日本では人口の
減少に対応すべく「地域おこし」のための様々な努力が行われている。
　「地域おこし」という言葉は地域に住んでいる「人を起こす」という意味があり、それが
最も根本的な問題解決につながると美郷町役場の安田亮（産業振興課）さんは言う。
　今までは「地域起こし＝若い人たちをたくさん吸収、地域の経済発展」だと思い込
んでいたが、美郷町でたくさんの人に会い、インタービューをしながら、自分の今まで
の狭い視野が広くなったような気がした。
　「地域おこし」には正解がないと安田さんは話を続けていく。無理やり都会から若
い人たちをここに定住させるのにも問題がある。それよりまず、この地域に住んでいる
人々がこのようなコミュニティを通じ、年をとっても、健康で自分の生活を維持してい
けるなら、自然な流れで他の地域の人々も美郷町に関心を持つようになるだろう。美
郷町は山くじらを通じ、地域の経済だけではなく、健康で長生きできる地域として、成
長していくだろう。美郷町のこういった努力が日本国内だけではなく、韓国と世界中
に広がっていくことを切実に祈っている。

コミュニティの朝市で、各自作った料理などを持ち寄り、食べ、自分の畑で栽培した野
菜などの販売が終わると、ここの集会所に11名の婦人会の方々が集まり、手縫いの
イノシシ皮革製品を作る作業が始まる。製品の広報・受注・製作・発送などは実にア
ナログ式だ。ネット販売などはせず、欲しい人は購入しに直接ここまで来ないといけ
ない。製品の購入のために直接ここを訪問する人々に、「青空クラフト」のみなさんが
手で丁寧に一針一針縫い、作っていく姿や、美郷町をいろいろ見てもらいたい気持ち
で、あえてこのような方法で販売をしている。製品はすべて手縫いだから、すごく丈夫
で上品だ。イノシシの皮革製品を見るのは初めてだったので、どんな感じだろうと気
になっていたが、牛革に比べて、すごく軽く、やわらかくて、使えば使うほど、革固有の
光沢が出てきて、だんだん色が薄くなっていくそうだが、これがイノシシ革ならではの
味だと言えるだろう。製品の値段は手縫いの皮革製品だから、ある程度の値段になる
と思っていたが、安い物は300円（キーカバー）から高い物は8,000円（名刺入れ）ま
で。手縫いの皮革製品としては安い方だ。時間と手間をかけて、また皮を加工するな
どのお金のことを考えると、収益があまり出なさそうと思ったが、やはり渡利さんの答
えも収益はゼロということだ。収益を考えて活動している会というより、週1回こうやっ
て集まり、お互いの日常生活を共有し、趣味で続けていく事に、意味があるという。
　「青空クラフト」の参加者の平均年齢は70代。みんな作業に入る前のお茶タイムの
時は和やかな雰囲気で楽しくおしゃべりをし、10時から午後4時までの手縫い皮革
製品作りの時は誰よりも集中して、真剣な顔で作業に取り組んでいる。みんな、とても
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　　岛根县美乡町乙原地区，在一家已废园的托儿所内正开始

进行向日本全国推广野猪肉的新商业。现在，这里变成了一家

制造野猪肉的罐头工厂——“邑智山鲸有限公司”。美乡町及周

边市町村捕获的约百分之八十的野生野猪都被运至这里进行

加工处理，制成三种野猪肉罐头后售往全国。这种变野兽灾害

为宝的先进做法让公司广

为人知。

　　“在公司的工作中发掘

了自己的价值和意义”——

嵇亮这样说道。嵇亮是“邑

智山鲸有限公司”负责产品安全卫生和品质管理的工作人员。

他出生于上海，5岁时随父母定居日本神奈川县。三年前，毕业

于东京大学生物学专业、曾遍访欧洲的他因这份工作移居到美

乡町。在为期两天的采风中，我们多次从当地政府人员和老百

姓的口中听到他的名字，提起他，大家无不纷纷竖起大拇指。于

是，我们专程到访这家公司，找到了嵇亮。

　　2016年3月，嵇亮在网上偶然看到了美乡町博客发表的一

则招募启事，题目是“寻找帮忙一起从事野猪事业的人”。抱着

打听试试的想法，他给美乡町发送了一封邮件。那便是他的起

点。其实，这种解剖野猪的罕见工作

很难招到人选，像嵇亮这种主动抱有

兴趣前来咨询的可以说是“奇葩”了。

　　“因为我想挑战其他地方没有在

做的事情。这种自食其力的工作很有

魅力。”话虽如此，难懂的方言、超乎

想象的繁重工作、初来乍到就被安排

核心任务⋯⋯最初，挑战接踵而来。

但是，周围的人不是仅将工作甩给他

不管，而是会在他有困难时支持他、

会在他有不足时弥补他。嵇亮被这种

包容的力量治愈着。他说，“虽然有时

很辛苦，但是很快乐，我想继续在这

里工作”。

　　“从进货野猪、加工猪肉，再到制

成罐头、推广销售，我可以从头到尾

参与这项工作的全部过程。这让我觉

得充实而有趣”。如果无所作为就会

两手空空，如果付诸行动就会渐成规

模——正是这种实实在在的成就感

和回报、这种由始至终的参与过程，

给嵇亮自身也带来了成长与升华。如

今，他不仅只停留在解剖处理的工作

上，还对公司的库存管理和生产制度

也提出了改善的建议。“工作中的知

识是工作后从头学起的，但是大学时

代习得的思维方式让我受益匪浅”。

虽然目前公司还面临着季节产量不稳定、操作人员不足等难

题，但是他认真努力又乐在其中的模样给大家留下了深刻的印

象。嵇亮说，今后的目标是稳定提高公司年产量，争取把在日本

全国野猪市场的占有率提高至1%。

　　守护着美乡町，同时也被美乡町所守护着。在来美乡町之

前，嵇亮一直认为，在这种乡村生活，要想被慢慢信任，必须要

花费大量时间积累人脉才行。然而其实不知觉间，他俨然已成

为了美乡町重要的存在了。当我问及嵇亮这一秘诀时，他笑着

答道“因为我从事的是真真正正融入这里的工作。和当地的老

年人接触也很重要。他们的人生经历都很丰富，我非常喜欢听

他们说话”——此刻，此般述说着的他，仿佛正在熠熠生辉。

刘莉莎

闪耀在美乡町的人
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美郷町でいきいき輝く人
　島根県美郷町乙原、閉鎖された保育園。ここでは、イノシシの肉を日本全国に
アピールするための新たなビジネスが始まっている。実はここは今、「株式会社
おおち山くじら」というイノシシの肉を使った缶詰工場だ。美郷町や近隣市町村
で捕獲された野生イノシシの約8割を、ここに搬入・食肉処理し、イノシシの煮込
みなど3種類の缶詰を作り、全国に出荷している。獣害対策の先駆的な取り組み
を行っていることで広く知られている。
　「会社の仕事に価値とやり甲斐を見出している」と話すのは、イノシシ肉生産
における品質・衛生・安全管理の責任者である嵇（じ）亮（りょう）さん。中国上海
生まれで、5歳の時に両親と一緒に神奈川県に移住した。東京大学で生物学を
専攻し、ヨーロッパを渡り歩いてきた嵇さんが3年前この仕事のために美郷町に
移り住んだ。二日間にわたる取材で、役場や地域住民との話の中で何度も彼の
名前が出てきた。称賛の声が相次いでいた。私たちはそんな嵇さんのところに
お話を聞きに行った。
　2016年3月、美郷町のブログにあった「一緒にイノシシ肉の事業を手伝ってく
れる人募集」という書き込みが目に入り、まずは話だけでも聞いてみようと1通

のメールを送ったことがきっかけとなり、現在に至っている。イノシシの解体処
理という珍しい職種ゆえ、募集に対してそれほど反応がない中、嵇さんは興味を
持って問い合わせをしてくれた「レアな人物」だったそうだ。
　「ほかの所ではされていないようなことに挑戦してみたい。そして、自分の食い
扶持を自分で稼ぐの
が魅力的だと思っ
た」。しかし、そうは
言っても、方言がわ
からない、想像以上
の仕事量、来たばか
りなのに山くじら事業
のコアな部分がいき
なり任せられた……
最初は試練の連続
だった。しかし、町の

●Japanese

許容力に救われた。地域の方々が彼に仕事を任せるだけでなく、自分の足りな
い部分や辛い部分をサポートしてくれたそうだ。「辛い時もあったけど、それで
も楽しくて続けたい」ときっぱりと言う。
　「イノシシの原材料を仕入れて、お肉にして、それをさらに缶詰に加工して販
売する。最初から最後まで携わるのが面白いし充実している。」自分がやらなけ
れば何も進まない。だけど、やればやるほどどんどん形になる。その実感と手応
え、仕事のプロセスそのものが、彼を昇華しているのだった。嵇さんの仕事は基
本的にはイノシシの解体処理だが、最近は在庫管理や生産体制の管理につい
ても改善に乗り出しているそう。「仕事をする上での知識は一から勉強しなけれ
ばならないが、大学で勉強した考え方が役に立っている。」シーズンによる捕獲
量の差、処理スタッフを増員したいなど、目の前に現れる課題も少なくないが、
一生懸命にかつ楽しんでいる姿が印象的だった。将来は年間生産量を安定的
に増加し、日本全国のイノシシ肉市場で占めるシェアを1％まで高めたいとい
う。
　地域を守りながら、地域にも守られている。美郷町に来るまでは、田舎の社会

では時間をかけて人との関係を積み重ねて徐々に信頼してもらわないといけな
いものだと思っていた彼が、美郷では、いつの間にか大事にされている。その秘
訣を聞くと、「地域に入り込んだ仕事をしているからだ。そして、高齢の方に触れ
合うことも大事。みなさんがいろいろな経験をされてきたので、その話を聞くの
が好き」と笑顔を見せた彼がとても輝いて見えた。

●Japanese

コミュニティをつなぐ努力をしている。
　私はイノシシを通じ、地域住民のコミュニティ活性の手段になっている、「青空クラ
フト」という集まりについて取材をした。
　「青空クラフト」はイノシシの革を使い、様々な手縫いの製品を作っている地域の
婦人会の集まりだ。野生のイノシシを捕獲し、そこから得た皮を東京にあるなめし工
場で加工され再び美郷町に戻る。そして婦人会のみなさんの手から、いろいろな手
縫いの製品が誕生する。製品は主に日用品が多く、キーホールダー、コインケース、
印鑑ケース、携帯ストラップ、ペンケースなど多様だ。もちろんオーダーメイドでバック
のようなものも製作が可能だそうだ。「青空クラフト」会の代表である渡利マツ子さん
は博多出身で、独身の時、地元で約9年洋裁の仕事の経験がある。「青空クラフト」の
会場として使われている集会所は、以前縫製工場があったところで、ここの皆さんは
以前、縫製の仕事をしたことがある方が多いらしい。しかし皮革製品はまた縫製の仕
事とは違う分野であるために、「青空クラフト」が立ち上がって8年という年月が経ち、
やっと手縫いの革製品作りに少し慣れたという。
　「青空クラフト」の集まりは毎週水曜日。毎週水曜日の早朝、地域の住民たちの別の

　2019年己亥年。今年は十二支の亥年になる。十二支の亥に当てられる動物が中国、
韓国などではブタになるが、日本ではイノシシになるのが面白い。日本でイノシシ肉を
食べ始めたのは大昔からだと言われているが、昔は四足の獣を食べるのは禁忌されて
いたため、イノシシをあえて「山くじら」という名前で呼び、イノシシ肉を食べ続けてきた
そうだ。昔の人はくじらを魚だと思っていたから、こういうおもしろい名前ができた。
　野生動物であるイノシシが環境の変化などにより、山から民家や田んぼ・畑などに
降りてきて、人々の生活に影響を与えているのは日本だけでの問題ではない。韓国で
も2005年首都ソウルという大都会にイノシシが現れ、大騒ぎになったことがある。そ
れからずっと韓国国内ではイノシシの問題で頭を抱えている。果たして、イノシシと
人間が共生するための方法はあるかどうか。
今回の島根情報誌では「山くじらと生きる町-美郷町」をテーマに、島根県の中部にあ
る美郷町を2回訪問した。
　人口4700人あまりの小さい町、美郷町は豊かな森林に囲まれ、以前から町に現れ
るイノシシの被害が多い地域である。この小さい町の住民は国や自治体だけに頼ら
ずに、自ら主人公になり、イノシシを通じ、積極的に町の経済を活性化し地域住民の

楽しそうな感じ。
　日本も韓国も少子化・高齢化の問題が深刻だ。これに伴い、地方人口の減少も深
刻な状況だが、美郷町のように地方の高齢者の方々が地域のコミュニティを通じ、一
緒に集まり、90を超える年齢でも楽しく趣味生活ができるなら、大きな意味があるの
ではないかと思う。
韓国も高齢化が猛スピードで進んでいるが、すでに高齢社会である日本では人口の
減少に対応すべく「地域おこし」のための様々な努力が行われている。
　「地域おこし」という言葉は地域に住んでいる「人を起こす」という意味があり、それが
最も根本的な問題解決につながると美郷町役場の安田亮（産業振興課）さんは言う。
　今までは「地域起こし＝若い人たちをたくさん吸収、地域の経済発展」だと思い込
んでいたが、美郷町でたくさんの人に会い、インタービューをしながら、自分の今まで
の狭い視野が広くなったような気がした。
　「地域おこし」には正解がないと安田さんは話を続けていく。無理やり都会から若
い人たちをここに定住させるのにも問題がある。それよりまず、この地域に住んでいる
人々がこのようなコミュニティを通じ、年をとっても、健康で自分の生活を維持してい
けるなら、自然な流れで他の地域の人々も美郷町に関心を持つようになるだろう。美
郷町は山くじらを通じ、地域の経済だけではなく、健康で長生きできる地域として、成
長していくだろう。美郷町のこういった努力が日本国内だけではなく、韓国と世界中
に広がっていくことを切実に祈っている。

コミュニティの朝市で、各自作った料理などを持ち寄り、食べ、自分の畑で栽培した野
菜などの販売が終わると、ここの集会所に11名の婦人会の方々が集まり、手縫いの
イノシシ皮革製品を作る作業が始まる。製品の広報・受注・製作・発送などは実にア
ナログ式だ。ネット販売などはせず、欲しい人は購入しに直接ここまで来ないといけ
ない。製品の購入のために直接ここを訪問する人々に、「青空クラフト」のみなさんが
手で丁寧に一針一針縫い、作っていく姿や、美郷町をいろいろ見てもらいたい気持ち
で、あえてこのような方法で販売をしている。製品はすべて手縫いだから、すごく丈夫
で上品だ。イノシシの皮革製品を見るのは初めてだったので、どんな感じだろうと気
になっていたが、牛革に比べて、すごく軽く、やわらかくて、使えば使うほど、革固有の
光沢が出てきて、だんだん色が薄くなっていくそうだが、これがイノシシ革ならではの
味だと言えるだろう。製品の値段は手縫いの皮革製品だから、ある程度の値段になる
と思っていたが、安い物は300円（キーカバー）から高い物は8,000円（名刺入れ）ま
で。手縫いの皮革製品としては安い方だ。時間と手間をかけて、また皮を加工するな
どのお金のことを考えると、収益があまり出なさそうと思ったが、やはり渡利さんの答
えも収益はゼロということだ。収益を考えて活動している会というより、週1回こうやっ
て集まり、お互いの日常生活を共有し、趣味で続けていく事に、意味があるという。
　「青空クラフト」の参加者の平均年齢は70代。みんな作業に入る前のお茶タイムの
時は和やかな雰囲気で楽しくおしゃべりをし、10時から午後4時までの手縫い皮革
製品作りの時は誰よりも集中して、真剣な顔で作業に取り組んでいる。みんな、とても
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　　岛根县美乡町乙原地区，在一家已废园的托儿所内正开始

进行向日本全国推广野猪肉的新商业。现在，这里变成了一家

制造野猪肉的罐头工厂——“邑智山鲸有限公司”。美乡町及周

边市町村捕获的约百分之八十的野生野猪都被运至这里进行

加工处理，制成三种野猪肉罐头后售往全国。这种变野兽灾害

为宝的先进做法让公司广

为人知。

　　“在公司的工作中发掘

了自己的价值和意义”——

嵇亮这样说道。嵇亮是“邑

智山鲸有限公司”负责产品安全卫生和品质管理的工作人员。

他出生于上海，5岁时随父母定居日本神奈川县。三年前，毕业

于东京大学生物学专业、曾遍访欧洲的他因这份工作移居到美

乡町。在为期两天的采风中，我们多次从当地政府人员和老百

姓的口中听到他的名字，提起他，大家无不纷纷竖起大拇指。于

是，我们专程到访这家公司，找到了嵇亮。

　　2016年3月，嵇亮在网上偶然看到了美乡町博客发表的一

则招募启事，题目是“寻找帮忙一起从事野猪事业的人”。抱着

打听试试的想法，他给美乡町发送了一封邮件。那便是他的起

点。其实，这种解剖野猪的罕见工作

很难招到人选，像嵇亮这种主动抱有

兴趣前来咨询的可以说是“奇葩”了。

　　“因为我想挑战其他地方没有在

做的事情。这种自食其力的工作很有

魅力。”话虽如此，难懂的方言、超乎

想象的繁重工作、初来乍到就被安排

核心任务⋯⋯最初，挑战接踵而来。

但是，周围的人不是仅将工作甩给他

不管，而是会在他有困难时支持他、

会在他有不足时弥补他。嵇亮被这种

包容的力量治愈着。他说，“虽然有时

很辛苦，但是很快乐，我想继续在这

里工作”。

　　“从进货野猪、加工猪肉，再到制

成罐头、推广销售，我可以从头到尾

参与这项工作的全部过程。这让我觉

得充实而有趣”。如果无所作为就会

两手空空，如果付诸行动就会渐成规

模——正是这种实实在在的成就感

和回报、这种由始至终的参与过程，

给嵇亮自身也带来了成长与升华。如

今，他不仅只停留在解剖处理的工作

上，还对公司的库存管理和生产制度

也提出了改善的建议。“工作中的知

识是工作后从头学起的，但是大学时

代习得的思维方式让我受益匪浅”。

虽然目前公司还面临着季节产量不稳定、操作人员不足等难

题，但是他认真努力又乐在其中的模样给大家留下了深刻的印

象。嵇亮说，今后的目标是稳定提高公司年产量，争取把在日本

全国野猪市场的占有率提高至1%。

　　守护着美乡町，同时也被美乡町所守护着。在来美乡町之

前，嵇亮一直认为，在这种乡村生活，要想被慢慢信任，必须要

花费大量时间积累人脉才行。然而其实不知觉间，他俨然已成

为了美乡町重要的存在了。当我问及嵇亮这一秘诀时，他笑着

答道“因为我从事的是真真正正融入这里的工作。和当地的老

年人接触也很重要。他们的人生经历都很丰富，我非常喜欢听

他们说话”——此刻，此般述说着的他，仿佛正在熠熠生辉。

刘莉莎

闪耀在美乡町的人
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青空サロン Liliya Khakimova
　「猪見て矢を引く」　事が起こってからでは遅いという意味。「猪も七代目には豚に
なる」猪も年月がたてば豚になってしまうという意味。いずれも日本のことわざです。
猪はどうも、良くない意味のほうで使われることが多いみたいです。現れたら畑を荒
らしたり、作物を食べたり、農家は苦労するばかりですね。
　今回取材に行ってきた美郷町の人々もそういう問題に遭っているそうで、この記事
では猪で人々の生活はどう変わってきたかを少し述べたいと思います。
　山の中にある美郷町には10年の歴史を持っている青空サロンというところがあり
ます。青空サロン誕生の経緯は、元々猪のトラブルに困っていてみんなで対策を講じ
る事から始まりましたが、毎週水曜日に人々が集まったり、青果の育て方をお互いに
勉強したり交互に担当して作った料理を、みんなで持ち寄り楽しんだりしていくうち
に今の形になりました。
　様々な事情から昔のような町民同士の交流が少なくなってきた中で、青空サロンの
誕生は再び彼らの交流のきっかけともなり、町の絆を取り戻す要因にもなりました。
　他にも青空サロンに集まる人々で作る畑があり、その手入れと作物を動物から守

ることをみんなで実践しています。猪や猿から畑を守るために、畑を柵で囲んで電気
の線を引きオリの罠を設置しています。青空サロンの集会所のスゴイ所は自分たち
が手作りで建ててしまったところなんです！
　また、青空サロンでは人々が収穫した青果を、販売しており、美味しさと人々の集
まりに関心を持って町内だけでなく町の外からも買いに来る人がいる程です。そこで
作られた大根の漬物はとても美味しく、今回の取材で印象に残った事の一つです。他
にもその土地で食べた料理は私の故郷であるロシアとはまた違った、地元の味を教
えてくれました。
　また、その中で趣味によってできたいくつかのグループも出来ました。手作りの猪
の皮製品を作っている青空クラフト、地域イベントを開くグループ、歌やダンスのパ
フォーマンスをしたり手芸をする婦人会、お弁当を作るグループもあります。
　猪は自然とともにそこにいる生き物なので、美郷町の人たちは彼らを悪者扱いせ
ずに、上手に付き合っていける環境を作りました。そんな町の人たちを私は尊敬して
います。自然と互いに仲良く暮らせたら沢山いいことがありますね。個人的に仕事と
は別に、また行ってみたいと思える美しい町でした。この記事を通して少しでも美郷
町の素晴らしさを伝えられたら幸いです。

●Japanese

　　“看见野猪才搭弓”这句谚语

说的是如果事情发生了再采取措施就为时已晚的意思。“野猪

到了第七代变成了猪”这句谚语说的是随着岁月的流逝不知道

将来会变成什么样的意思。这两句都是日本的谚语。

　　野猪好像总是被用于不好的意思。因为野猪一出现总是毁

坏农田、吃了庄稼、让农民苦不堪言吧。

　　听说我们此次采访前往的美乡町的人们也遇到了这样的

问题，我想通过这篇文章简单说说野猪是如何改变了人们的生

活。

　　位于山间的美乡町有一处已有10年历史的早市“青空沙

龙”。

　　青空沙龙原本是深受野猪灾害的人们聚在一起商量应对

措施而开始的，慢慢变成了每周三大家轮流当值制作食物、互

相交流果树栽培方法、聚在一起愉快交流的活动。

　　因为各种原因导致当地居民之间的交流不再像以前频繁，

变得越来越少。在这种状况下诞生的青空沙龙再次成为开展交

流的契机，成为连结小镇居民的纽带。

　　聚在青空沙龙的人们在属于他们共同耕作的农田里一起打

理庄稼、一起保护庄稼免受动物侵扰。防止野猪和猴子毁坏庄稼

的方法是在农田周围架筑围栏拉电网、设置捕获野猪的笼子。

　　了不起的是开展青空沙龙的场所完全是他们自己动手搭

建的！

　　而且，人们在青空沙龙售卖

收获的水果使得很多镇外的人

都慕名前来。

　　青空沙龙制作的腌萝卜非

常好吃，印象非常深刻。还有很

多料理都和我的祖国俄罗斯不同，我还向当地居民请教了做法。

　　青空沙龙有几个因为兴趣而组成的小组。

　　有使用野猪皮手工制作皮具的青空Craft、开展地域活动的

小组、开展歌舞表演和手工的妇女

会、还有做便当的小组。

　　因为野猪是自然界的原生生

物，所以美乡町的人们并不把野猪

认为是坏家伙。我非常尊敬这些创

造和谐相处环境的小镇居民。

　　如果能够和自然和谐些相处的

话，一定会有很多好处吧。

　　美乡町真的是一个让人不为工

作，还想私人去看看的地方。

　　如果通过这则报道能够更多地

传递美乡町的美好的话，也是一件幸

事了。

青

Liliya Khakimova

与山鲸共生的小镇
美乡的山鲸

通过山鲸不断发展的地方团体
　　-手工野猪皮革制品创造团体“青空Craft”-

  闪耀在美乡町的人

  青空沙龙

青空沙龙
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